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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送されたデータから、番組映像に相当する映像データと番組の情報を示す番組情報デ
ータとを抽出する抽出手段と、
　前記番組情報データを記憶部に記憶する記憶手段と、
　前記映像データ及び前記番組データを表示部に表示可能な表示手段と、
　ユーザによる操作が可能な設定画面を介して、前記番組情報データを前記表示部に表示
する表示期間を設定する設定手段と、
　前記記憶部に記憶された番組情報データと現在時刻情報とを比較することにより、視聴
中のチャンネルで次の番組の放送が開始されたか否かを検知することが可能で、かつ、前
記抽出手段で抽出された映像データに相当する番組映像を前記表示部に表示する際に、設
定された表示期間に応じて、表示する番組に対応する番組情報データを前記記憶部から取
得し、当該番組情報データを用いて前記表示部に番組情報の表示を行うように前記表示手
段を制御する制御手段と、を有し、
　前記制御手段は、前記所定の番組の番組情報が前記表示部に表示され、かつ前記表示期
間が経過するまでの間に、次の番組の放送が開始されたことを検知した場合には、表示中
の前記所定の番組の番組情報の表示を終了させるとともに、前記次の番組の番組映像の表
示に合成して当該番組の番組情報の表示を行うよう、前記表示手段を制御することを特徴
とする情報処理装置。
【請求項２】
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　前記設定画面は前記表示期間の他に、前記番組情報の表示位置、前記番組情報を表示す
る文字のサイズ、前記番組情報として表示する表示内容、前記番組情報をスクロール表示
するか否かのいずれかの設定のうち、少なくとも１つの設定が可能であることを特徴とす
る請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　放送されたデータから、番組映像に相当する映像データと番組の情報を示す番組情報デ
ータとを抽出する抽出ステップと、
　前記番組情報データを記憶部に記憶する記憶ステップと、
　前記映像データ及び前記番組データを表示部に表示可能な表示ステップと、
　ユーザによる操作が可能な設定画面を介して、前記番組情報データを前記表示部に表示
する表示期間を設定する設定ステップと、
　前記記憶部に記憶された番組情報データと現在時刻情報とを比較することにより、視聴
中のチャンネルで次の番組の放送が開始されたか否かを検知することが可能で、かつ、前
記抽出ステップで抽出された映像データに相当する番組映像を前記表示部に表示する際に
、設定された表示期間に応じて、表示する番組に対応する番組情報データを前記記憶部か
ら取得し、当該番組情報データを用いて前記表示部に番組情報の表示を行うように前記表
示ステップを制御する制御ステップと、を有し、
　前記制御ステップでは、前記所定の番組の番組情報が前記表示部に表示され、かつ前記
表示期間が経過するまでの間に、次の番組の放送が開始されたことを検知した場合には、
表示中の前記所定の番組の番組情報の表示を終了させるとともに、前記次の番組の番組映
像の表示に合成して当該番組の番組情報の表示を行うように制御することを特徴とする情
報処理方法。
【請求項４】
　前記設定画面は前記表示期間の他に、前記番組情報の表示位置、前記番組情報を表示す
る文字のサイズ、前記番組情報として表示する表示内容、前記番組情報をスクロール表示
するか否かのいずれかの設定のうち、少なくとも１つの設定が可能であることを特徴とす
る請求項３に記載の情報処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は情報処理装置及び情報処理方法に関し、特には、放送番組の映像を表示する情
報処理装置及び情報処理方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
現在行われている通信衛星（ＣＳ；Communication Satellite）を用いたデジタル衛星Ｔ
Ｖ放送においては、視聴者サービスの一環として番組情報データ（ＥＰＧ；Electric Pro
gram Guide）を映像データ等と共に送信している。また、今後予定されている放送衛星（
ＢＳ；Broadcast Satellite）を用いたデジタル衛星ＴＶ放送や、地上波デジタルＴＶ放
送においても、同様のサービスが行われると考えられる（以下、これらデジタル衛星ＴＶ
放送、地上波デジタルＴＶ放送を単に“デジタルＴＶ放送”とする）。
【０００３】
このＥＰＧデータは受信機により受信され、ＥＰＧデータに係る番組情報は表示部及び表
示装置に表示される。ＥＰＧデータには、チャンネル名、番組名、放送日時、番組内容等
の情報が含まれ、ユーザはそれらの情報から番組の視聴価値を判断することができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
この様に、ＥＰＧ画面を用いて番組選択を行う際、放送中の番組映像及び音声を確認する
為には、所望の番組が放送されているチャンネルに画面を切り替えて確認を行う。そのた
め、目的の番組が決定していない場合などは、ＥＰＧ画面と放送番組画面とを何度も切り
替えなければならず、非常に面倒な操作が必要であった。
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【０００５】
そこで、チャンネルのアップダウンキーを用いてチャンネルを順次切り替えながら、所望
の番組を検索することで、放送番組の映像及び音声の確認が容易になる。
【０００６】
しかし、この様にチャンネルのアップダウンキーを用いたり、チャンネル番号を直接指定
して番組選択を行う場合は、画面上に放送番組の番組名や番組内容等の番組情報が表示さ
れないので、画面に表示された映像が何の番組であるか不明であった。
【０００７】
また、切り替えたチャンネルにおいてコマーシャル映像を放送中であった場合等は、コマ
ーシャル放送が終了する迄番組映像の確認を待たなければならず、番組映像の確認に時間
がかかり、何の番組の途中であるか全く不明であった。
【０００８】
更に、装置の電源をＯＮした時や次番組の放送開始時も同様に、画面に表示された映像が
何の番組であるか不明であった。
【０００９】
本発明は前述のような問題を解決する処にある。
【００１０】
本発明の更に他の目的は、チャンネル切り替えにより画面に表示される映像が変更した場
合、ユーザが表示映像の番組内容等を容易に認識できるようにする処にある。
【００１１】
本発明の更に他の目的は、装置の電源ＯＮ時や次番組の放送開始時に、ユーザが、画面に
表示された映像の番組内容等を容易に認識できるようにする処にある。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　このような目的下において、本発明の情報処理装置は、放送されたデータから、番組映
像に相当する映像データと番組の情報を示す番組情報データとを抽出する抽出手段と、前
記番組情報データを記憶部に記憶する記憶手段と、前記映像データ及び前記番組データを
表示部に表示可能な表示手段と、ユーザによる操作が可能な設定画面を介して、前記番組
情報データを前記表示部に表示する表示期間を設定する設定手段と、前記記憶部に記憶さ
れた番組情報データと現在時刻情報とを比較することにより、視聴中のチャンネルで次の
番組の放送が開始されたか否かを検知することが可能で、かつ、前記抽出手段で抽出され
た映像データに相当する番組映像を前記表示部に表示する際に、設定された表示期間に応
じて、表示する番組に対応する番組情報データを前記記憶部から取得し、当該番組情報デ
ータを用いて前記表示部に番組情報の表示を行うように前記表示手段を制御する制御手段
と、を有し、前記制御手段は、前記所定の番組の番組情報が前記表示部に表示され、かつ
前記表示期間が経過するまでの間に、次の番組の放送が開始されたことを検知した場合に
は、表示中の前記所定の番組の番組情報の表示を終了させるとともに、前記次の番組の番
組映像の表示に合成して当該番組の番組情報の表示を行うよう、前記表示手段を制御する
構成とした。
【００１３】
　また、本発明の情報処理方法は、放送されたデータから、番組映像に相当する映像デー
タと番組の情報を示す番組情報データとを抽出する抽出ステップと、前記番組情報データ
を記憶部に記憶する記憶ステップと、前記映像データ及び前記番組データを表示部に表示
可能な表示ステップと、ユーザによる操作が可能な設定画面を介して、前記番組情報デー
タを前記表示部に表示する表示期間を設定する設定ステップと、前記記憶部に記憶された
番組情報データと現在時刻情報とを比較することにより、視聴中のチャンネルで次の番組
の放送が開始されたか否かを検知することが可能で、かつ、前記抽出ステップで抽出され
た映像データに相当する番組映像を前記表示部に表示する際に、設定された表示期間に応
じて、表示する番組に対応する番組情報データを前記記憶部から取得し、当該番組情報デ
ータを用いて前記表示部に番組情報の表示を行うように前記表示ステップを制御する制御
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ステップと、を有し、前記制御ステップでは、前記所定の番組の番組情報が前記表示部に
表示され、かつ前記表示期間が経過するまでの間に、次の番組の放送が開始されたことを
検知した場合には、表示中の前記所定の番組の番組情報の表示を終了させるとともに、前
記次の番組の番組映像の表示に合成して当該番組の番組情報の表示を行うように制御する
構成とした。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、図面を用いて本発明の実施形態について詳細に説明する。
【００１７】
図１は本発明が適用されるデジタルＴＶ放送受信装置の構成を示した図である。
【００１８】
図１において、不図示のアンテナ若しくはケーブルにより受信された信号はチューナー部
１０１に入力される。チューナー部１０１は、入力された信号に対して、復調、誤り訂正
等の処理を施し、トランスポートストリームと呼ばれる形式のデジタルデータを生成する
。更に、生成したトランスポートストリーム（ＴＳ）データをデスクランブラ１０２に出
力する。
【００１９】
デスクランブラ１０２は、視聴制限の為のスクランブルがかけられているＴＳデータがチ
ューナー部１０１より入力された場合、ＴＳデータに含まれるデスクランブルの為の鍵情
報と制御部１１５中の不図示のＩＣカード制御部より出力される鍵情報とに基づいて、ス
クランブル解除を行い、デマルチプレクサ１０３に出力する。
【００２０】
ＩＣカード制御部は、ユーザの契約情報及びＴＳデータに含まれるデスクランブルの為の
鍵情報を解く為の鍵情報が格納されているＩＣカードを含み、デスクランブラ１０２より
入力されたデスクランブルの為の鍵情報を解く為の鍵情報があった場合、その鍵情報をデ
スクランブラ１０２に出力する。
【００２１】
また、デスクランブラ１０２は、チューナー部１０１よりスクランブルがかけられていな
いＴＳデータを入力した場合には、ＴＳデータをそのまま、デマルチプレクサ１０３に出
力する。
【００２２】
デマルチプレクサ１０３は、デスクランブラ１０２より入力された複数チャンネル分の映
像、音声データ、及びＥＰＧデータ等が時分割多重化されているＴＳデータの中から、操
作部１１８の操作により選択されたチャンネルにおいて現在放送中の番組に係る映像デー
タ及び音声データを取り出し、それぞれをビデオデコーダ１０４、オーディオデコーダ１
０５に出力する。ここで、操作部１１８は、本体側に設置されている操作部の他、リモコ
ン及び受光部を含む。
【００２３】
また、デマルチプレクサ１０３は、前述のＴＳデータよりＥＰＧデータを取り出し、ＥＰ
Ｇデコーダ１０６及び制御部１１５に出力する。制御部１１５は、入力したＥＰＧデータ
を記憶部１１６に出力し、記憶部１１６は、制御部１１５よりのＥＰＧデータを記憶する
。
【００２４】
また、ＥＰＧデータはチューナ部１０１により定期的に受信され、記憶部１１６では常に
最新のＥＰＧデータが更新される。更に、ユーザの操作部１１８の操作によるＥＰＧデー
タ受信指示に応じてＥＰＧデータを受信し、受信したＥＰＧデータを記憶部１１６に記憶
する。
【００２５】
また、ＴＳデータはパケット単位で伝送され、パケットの先頭部分には、ＰＩＤ（Packet
 Identification）が付加されている。デマルチプレクサ１０３は、このＰＩＤを読み取
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ることで、映像データ、音声データ、ＥＰＧデータの識別を行う。
【００２６】
まず、映像データについて説明する。ビデオデコーダ１０４は、デマルチプレクサ１０３
より入力された映像データに対して、ＭＰＥＧ２のデコード処理を施し、復号した映像デ
ータを表示制御部１１０に出力する。表示制御部１１０は、ビデオデコーダ１０４、ＥＰ
Ｇ画面構成部１０７、番組情報表示信号作成部１０８、ＵＩ画面構成部１０９より入力さ
れた映像データに係る映像を操作部１１８の操作に応じて画面を切り換えたり、多重した
りして画像表示部１１３に表示させる。
【００２７】
ここで、ＵＩ画面構成部１０９は、操作部１１８の操作に応じて、ユーザ操作を支援する
画面等を作成し、表示制御部１１０に出力する。ＥＰＧ画面構成部１０８、番組情報表示
信号作成部１０８は後述する。
【００２８】
また、画像表示部１１３は、不図示のモニタ及び映像信号入力端子を含む。
【００２９】
次に、音声データについて説明する。オーディオデコーダ１０５は、デマルチプレクサ１
０３より入力された音声データに対して、ＭＰＥＧ２のデコード処理を施し、復号した音
声データをＤＡＣ１１２に出力する。ＤＡＣ１１２は、オーディオデコーダ１０５より入
力された音声データに対して、Ｄ／Ａ変換の処理を施し、音声出力部１１４に出力する。
また、音声出力部１１４は、不図示のスピーカ及び音声信号入力端子を含む。
【００３０】
そして、ＥＰＧデータについて説明する。ＥＰＧを構成するのに必要なデータは、「IEC1
3818-1 MPEG2 SYSTEM」や社団法人 電波産業会（通称ＡＲＩＢ）における標準規格「ディ
ジタル放送に使用する番組陳列情報」等で規定されるデータ構造で伝送される。主要な構
成データとして、編成チャンネルの名称、放送事業者の名称など、編成チャンネルに関す
る情報を伝送するＳＤＴ（Service Description Table）、ブーケ（編成チャンネルの集
合）の名称、含まれる編成チャンネルなど、ブーケに関する情報を伝送するBAT（Bouquet
 Association Table）、番組の名称、放送開始日時、内容の説明など、番組に関する情報
を伝送するEIT（Event Information Table）、現在の日付、時刻の情報を伝送するTDT（T
ime Date Table）等が挙げられる。
【００３１】
操作部１１８において、ＥＰＧ画面を表示させる為の操作がなされると、操作部１１８か
らのＥＰＧ画面表示指示は制御部１１５に入力される。ただし、ここでのＥＰＧ画面表示
は、後述の番組情報表示と異なるもので、例えば、縦軸を時間軸、横軸をチャンネル番号
軸として、テレビ番組表のような形態の画面表示である。
【００３２】
制御部１１５は、操作部１１８からＥＰＧ画面表示指示が入力された場合に、記憶部１１
６より必要な情報を読み出し、ＥＰＧデコーダ１０６に出力する。ＥＰＧデコーダ１０６
は、ＥＰＧデータに対してデコード処理を施し、復号されたＥＰＧデータをＥＰＧ画面構
成部１０７に出力する。
【００３３】
ＥＰＧ画面構成部１０７は、ＥＰＧデコーダ１０６より入力したＥＰＧデータ及び制御部
１１５からの制御信号に基づいて、不図示のＥＰＧ画面を構成する為のキャラクタ信号等
、各種の信号を生成して、表示制御部１１０に出力する。表示制御部１１０は、映像画面
、ＥＰＧ画面等の切り換え表示をするべく画像表示部１１３に対して映像信号を出力する
。
【００３４】
また、制御部１１５は、マイクロプロセッサーを含み、チャンネル選択、電源ＯＮ等の各
種操作スイッチを有する操作部１１８の操作に応じて、記憶部１１６に記憶された各制御
プログラムを読み出し、読み出したプログラムを実行する。図２に記憶部１１６に記憶し
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ている制御プログラム及びデータを示す。
【００３５】
この様な構成により、制御部１１５は、チューナ部１０１、デスクランブラ１０２、デマ
ルチプレクサ１０３、各デコーダ部１０４～１０６、ＥＰＧ画面構成部１０７、番組情報
表示信号作成部１０８、ＵＩ画面構成部１０９、表示制御部１１０、ＤＡＣ１１２等を制
御する。
【００３６】
次に、番組情報を番組映像画面に多重表示する際の制御部１１５の動作について、図３に
示すフローチャートに従って説明する。
【００３７】
Ｓ３０１において、装置の電源がＯＮされたか否かを判断し、電源がＯＮされていないと
判断した場合は、電源がＯＮされるのを待つ。一方、電源がＯＮされたと判断した場合は
、記憶部１１６に記憶されている前回の電源ＯＦＦ時の視聴チャンネル情報を読み出し、
電源ＯＦＦ時の視聴チャンネルを受信するようにチューナ部１０１を制御する（Ｓ３０２
）。
【００３８】
Ｓ３０３において、チューナ部１０１に入力されたＴＳデータよりＥＰＧデータを抽出し
、抽出したＥＰＧデータを記憶部１１６に記憶する。
【００３９】
Ｓ３０４において、現在視聴している視聴番組の番組情報を記憶部１１６より読み出し、
読み出した番組情報を番組情報表示信号作成部１０８に出力する。ここで、記憶部１１６
より読み出す番組情報は、後述の番組情報表示設定画面により設定された表示内容に基づ
くものである。
【００４０】
番組情報表示信号作成部１０８は、入力した番組情報及び後述の番組情報表示設定画面の
設定に基づいて、番組情報を表示するキャラクタ映像に係るキャラクタ信号を作成し、表
示制御部１１０に出力する。表示制御部１１０は、入力したキャラクタ信号に基づいて、
図４～７に示す如く番組の映像画面に番組情報を多重して表示する。
【００４１】
Ｓ３０５において、番組情報を所定時間表示したか否かの判断をし、番組情報を所定時間
表示していない場合は、Ｓ３０７に進む。一方、番組情報を所定時間表示した場合は、番
組情報表示を終了し（Ｓ３０６）、Ｓ３０７に進む。ここで、所定時間とは、後述の番組
情報表示設定画面における‘表示取消し迄の時間’で設定された選択項目に応じて変化す
る。
【００４２】
Ｓ３０７において、チャンネル切り替え指示が入力されたか否かを判断し、チャンネル切
り替え指示が入力されていないと判断した場合は、Ｓ３１１に進む、一方、チャンネル切
り替え指示が入力されたと判断した場合は、番組情報を表示中であるか否かを判断し（Ｓ
３０８）、番組情報を表示していない場合は、Ｓ３１０に進む。番組情報を表示している
場合は、Ｓ３０９において、番組情報表示を終了し、Ｓ３１０に進む。Ｓ３１０において
、切り替え指示されたチャンネルを受信するべくチューナ部１０１を制御し、Ｓ３０４に
戻る。
【００４３】
Ｓ３１１において、視聴中の番組の次の番組の放送が開始したか否かを判断し、次番組の
放送が開始していない場合は、Ｓ３１４に進む。ここで、制御部１１８は、記憶部１１６
に記憶されたＥＰＧデータより次番組の放送開始時間を読み出し、時計部１１７からの現
在時刻情報と比較することにより次番組の放送が開始したか否かを検知する。
【００４４】
一方、次番組の放送が開始したと判断した場合は、Ｓ３１２において、番組情報を表示中
であるか否かを判断し、番組情報を表示していない場合は、Ｓ３０４に戻る。番組情報を
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表示している場合は、番組情報表示を終了し（Ｓ３１３）、Ｓ３０４に戻る。
【００４５】
Ｓ３１４において、電源ＯＦＦの指示が入力されたか否かを判断し、電源ＯＦＦの指示が
入力されていないと判断した場合は、Ｓ３０５に戻る。一方、電源ＯＦＦの指示が入力さ
れたと判断した場合は、電源ＯＦＦ時の視聴チャンネル情報を記憶部１１６に記憶し（Ｓ
３１５）、終了する。
【００４６】
なお、電源ＯＮ時、チャンネル切替え時、及び次番組放送開始時に受信した番組がコマー
シャル映像を放送中である場合においても、前述の如く番組情報を画面に表示する。つま
り、コマーシャル映像が挿入されている番組に係る番組情報をコマーシャル映像に多重し
て表示する。
【００４７】
次に、番組情報の表示形態及び表示内容について説明する。図４～図７に番組情報の表示
例を示す。
【００４８】
図４及び図５は、チャンネルの切り替え要求があった場合の番組情報の表示例である。ｔ
１において、ｔ０にて視聴していた番組からＣＨ４への切り替え要求があり、そのチャン
ネル切り替え要求に応じて、ｔ１、ｔ２、ｔ３と画面下部に切り替え要求のあったＣＨ番
号と番組名等の番組情報とが表示される。ここで、ＣＨ番号は、チャンネル切り替え及び
電源ＯＮに応じて番組情報を表示する際に表示することとする。
【００４９】
図４では、ＣＨ番号と番組名とをスクロールしながら表示している。ここで、スクロール
の速度は、後述の番組情報表示設定画面における‘表示速度’で設定された選択項目に応
じて変化する。また、図５では、番組情報を固定表示し、番組名を所定時間表示した後、
番組内容を表示している。ここで、所定時間とは、後述の番組情報表示設定画面における
‘切り替え時間’で設定された選択項目に応じて変化する。
【００５０】
図６及び図７は、番組が終了し、次の番組が始まった場合の番組情報の表示例である。ｔ
０において番組が終了し、次の番組が開始されると、ｔ１、ｔ２、ｔ３において該当の番
組の番組名等の番組情報が画面下部に表示される。図６では、番組名をスクロールしなが
ら表示している。また、図７では、番組情報を固定表示し、番組名を所定時間表示した後
、番組内容を表示している。
【００５１】
ここで、番組情報の表示内容や表示方法等の番組情報に係る諸設定は、後述の番組情報表
示設定画面において設定可能であり、その詳細は後述する。
【００５２】
図８に操作部１１８の一部であるリモコンの構成例を示す。但し、本図は本実施形態を説
明する為に必要な機能を実現する為の操作を行うボタンのみを表すものであり、実際の受
信装置に必要な操作ボタンは、この限りではない。
【００５３】
また、図８に示したものの他、マウス等のポインティングデバイスを用いることも可能で
ある。
【００５４】
図８において、８０１はリモコンとデジタル放送受信装置本体に備わる受光部との赤外線
通信を行う為の発光部、８０２は電源をＯＮ／ＯＦＦする為の電源ボタン、８０３はチャ
ンネル番号を入力する為のテンキー、８０４は番組情報表示設定画面やＥＰＧ画面等をメ
ニュー表示する不図示のメニュー画面を表示する為のメニューボタン、８０５は選択カー
ソルを上下左右に移動させる為のカーソルボタン、８０６は選択カーソルによって指定さ
れている領域選択の決定を行う為の選択ボタンである。
【００５５】
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次に、番組情報の表示内容や表示方法等の番組情報に係る諸設定について説明する。図９
は、番組情報表示設定画面の表示例であり、図８に示すメニューボタン８０４の押下によ
り表示された不図示のメニュー画面より選択表示が可能である。
【００５６】
図９において、９００は選択カーソルであり、図８に示すカーソルボタン８０５の操作に
より上下左右に移動する。更に、選択カーソル９００を所望の項目にあわせ、選択ボタン
８０６を押下すると、その項目の背景が画面背景と同色になる。また、９０２～９０８の
示す領域においては、選択肢の中より１項目のみ選択可能であるため、選択ボタン８０６
の押下により、選択された項目の背景が画面背景と同色になるとともに、選択項目以外の
項目を網掛け表示する。
【００５７】
この様な操作により所望の項目を選択し、最後に図９の決定ボタン９１０に選択カーソル
９００をあわせ、図８の選択ボタン８０６を押下することにより、図９の番組情報設定画
面における設定が決定される。また、番組情報設定画面における設定を決定せずに画面を
切り替えたい場合は、図９の取り消しボタン９１１に選択カーソル９００を合わせ、図８
の選択ボタン８０６を押下することにより、不図示のメニュー画面に戻る。
【００５８】
そして、番組情報設定画面の各設定内容について説明する。９０１は表示タイミングを設
定する領域であり、電源ＯＮ時、チャンネルが切り替えられるチャンネル変更時、次番組
の放送が開始する番組開始時の３つのタイミングより少なくとも１つを選択可能である。
９０２は表示場所を設定する領域であり、画面下端、上端、左端、右端のいずれかを選択
可能である。９０３は表示文字の大きさを設定する領域であり、小さい、普通、大きいの
いずれかを選択可能である。
【００５９】
９０４は番組情報表示を所定時間経過後に終了する際の所定時間、即ち表示取消し迄の時
間を設定する領域であり、極遅い、遅い、普通、早い、極早いのいずれかを選択可能であ
る。９０５は表示方法を設定する領域であり、スクロール表示、若しくは固定表示のどち
らかを選択可能である。
【００６０】
９０６はスクロール表示時の表示速度を設定する領域であり、極遅い、遅い、普通、早い
、極早いのいずれかを選択可能である。なお、領域９０５において固定表示が選択された
場合は、領域９０６は網掛け表示となり、項目選択が不可能となる。
【００６１】
９０７は固定表示時の表示内容の切り替え時間を設定する領域であり、極遅い、遅い、普
通、早い、極早いのいずれかを選択可能である。なお、領域９０５においてスクロール表
示が選択された場合は、領域９０７は網掛け表示となり、項目選択が不可能となる。
【００６２】
９０８は表示を繰り返すか否かを設定する領域であり、表示を繰り返す場合は、その回数
も選択可能である。９０９は表示内容を設定する領域であり、番組名、番組の内容、番組
の詳細内容のうち少なくとも１つの項目を選択可能である。
【００６３】
この様に本実施形態では、チャンネル切り替えにより画面に表示される映像が変更した場
合、ユーザが、表示された番組に係る番組情報を即時に取得可能であり、番組内容等を容
易に認識することができる。
【００６４】
また、本実施形態では、装置の電源ＯＮ時や次番組の放送開始時に、ユーザが、画面に表
示された映像の番組情報を即時に取得可能であり、その番組内容等を容易に認識すること
ができる。
【００６５】
また、本実施形態では、装置の電源ＯＮ時、次番組の放送開始時、若しくはチャンネル切
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ャル映像が挿入されている番組の番組情報を即時に取得可能であり、番組本編の放送を待
つことなく、その番組の番組内容等を容易に認識することができる。
【００６６】
なお、本実施形態では、番組情報表示を開始してから所定時間経過した場合に、番組情報
表示を終了するようにしているが、一連の番組情報表示の終了に応じて番組情報表示を終
了するようにしてもよい。
【００６７】
また、本実施形態では、次番組の放送開始に応じてその番組の番組情報を表示するように
しているが、番組の放送終了に応じて次番組の番組情報を表示するようにしてもよい。
【００６８】
また、本実施形態では、番組情報表示の文字の大きさをユーザ操作により設定しているが
、表示する番組情報の文字数に応じて文字の大きさを自動的に変更するようにしてもよい
。
【００６９】
また、本実施形態では、各ＴＳ中にＥＰＧデータが多重されていることを前提とし、チュ
ーナ部において受信したＴＳデータをデマルチプレクサにおいて、ＥＰＧデータ、番組の
映像データ及び音声データに夫々分離抽出しているが、特定のＴＳ中にＥＰＧデータが多
重されている場合は、ＥＰＧデータ受信用のチューナ部と番組の映像及び音声データ受信
用のチューナ部とを備える構成としてもよい。
【００７０】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、チャンネル切り替えにより画面に表示される映像
が変更した場合、ユーザが、画面に表示された映像の番組情報を即時に取得可能であり、
その番組内容等を容易に認識することができる。
【００７１】
また、装置の電源ＯＮ時や次番組の放送開始時に、ユーザが、画面に表示された映像の番
組情報を即時に取得可能であり、その番組内容等を容易に認識することができる。
【００７２】
また、装置の電源ＯＮ時、次番組の放送開始時、若しくはチャンネル切替え時に受信した
番組がコマーシャル映像を放送中であっても、ユーザが、そのコマーシャル映像が挿入さ
れている番組の番組情報を即時に取得可能であり、番組本編の放送を待つことなく、その
番組の番組内容等を容易に認識することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明が適用されるデジタルＴＶ放送受信装置の構成を示すブロック図である。
【図２】記憶部１１６に記憶している制御プログラム及びデータの一例を示す図である。
【図３】番組情報を番組映像画面に多重表示する際の制御部１１５の動作の流れを示すフ
ローチャートである。
【図４】番組の映像画面に番組情報を多重する際の表示例を示す図である。
【図５】番組の映像画面に番組情報を多重する際の表示例を示す図である。
【図６】番組の映像画面に番組情報を多重する際の表示例を示す図である。
【図７】番組の映像画面に番組情報を多重する際の表示例を示す図である。
【図８】リモコンの構成例を示す図である。
【図９】番組情報表示設定画面の表示例を示す図である。
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